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	① 内容に対しては著者が責任を負うべきものであり，その価値は読者が判断するものである．
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	書籍の場合は，「著者名（発行年）：書籍名，出版社，引用箇所記載ページ.」と記す．
	英文書籍の場合は，書籍名は各単語の頭文字を大文字とし，イタリック体で記す．
	Webサイトの場合は，「著者名（参照日付）：Webページの題名，Webサイトの名称（著者と同じ場合は省略してもよい），媒体表示，入手先」と記す．
	また，著者の数が多くても，引用文献リストには著者全員の名前を記載する．
	① 和文雑誌からの引用例
	東京太郎，大阪次郎（1990）：土地改良とパイプライン，農土誌，43(1)，1-5．
	② 和文書籍からの引用例
	横浜次郎（1991）：換地と都市計画，農業土木学会，105-120．
	③ 英文雑誌からの引用例
	Kincaid, D.C., Heerman, D.F. and Kruse, E.G. (1972) : Hydrodynamics of border irrigation advance, Trans. of the ASAE, 15(4), 67-68.
	④ 英文書籍からの引用例
	Henry, J.G. and Heinke, G.W. (1989) : Environmental Science and Engineering, Prentice-Hall International, p.20.
	⑤ Webサイトからの引用例
	論文集企画・編集委員会（参照2012.7.18）：投稿の手引き， 農業農村工学会，（オンライン），入手先＜http://www.jsidre.or.jp＞
	9.6 脚注および付録
	脚注は，できるだけ避けることが望ましい．やむを得ず脚注を使用する時は，本文該当箇所右上に*1，*2，…の記号を明示し，各ページの最下段に簡単･明瞭な文章で記す．ただし，説明が長くなる場合，あるいは本文の流れと直接関係ない場合には（記号の一覧表など），付録として本文末尾に置くこと．
	9.7 和文要旨・英文Abstract に関する注意
	和文要旨・英文Abstractは，それぞれが独立して取り扱われることがあるため，以下の点に注意すること．
	① 一般的でない略記法，記号，術語はこの中で定義しなければ使うことはできない．
	② 本文中の節，式，図，表などを1.1節，
	式(12)，Fig. 3，Table 2 のように引用することはできない．
	③ 原則として，文献の引用は避ける．
	9.8 キーワードに関する注意
	キーワードを選ぶときには，以下のことに注意すること．特殊な用語や本文中で新たに定義した語句などは避けること．
	① 本文の内容と特徴を推測できる．
	② 文献検索する上で有効である．
	③ 専門用語として定着している．
	9.9 英文原稿に関する注意
	英文原稿も上記に準ずること．ただし，以下の点に注意すること．
	① 英文の適正は，著者の責任において期すること．
	② 原稿のスタイルは，原則として英文原稿作成用テンプレート【2】（学会ホームページ（http://www.jsidre.or.jp/how_to_post/）よりダウンロードする）で作成したものが望ましい．
	③ 英文Abstractは文頭に置くこと．
	④ 図表のタイトル名および説明文は，英文のみとすること．
	9.10 引用等に係わる著作権に関する注意
	原稿中に他論文等を引用する場合には，投稿者の責任において，事前に著作権者から了解を得ること．
	10．掲載用原稿の作成方法
	投稿した原稿が「Ａ」判定となったら，掲載用（PDF）原稿を作成し，電子メールで16.に記載された企画・編集委員会に送信する．
	掲載用に提出する原稿（PDF原稿）は，掲載用原稿作成用テンプレート【3】（学会ホームページ（http://www.jsidre.or.jp/how_to_post/）よりダウンロードする）を使用して作成したものとする．
	掲載用原稿は，数式や記号なども適切な字体で挿入してあり，鮮明な図表（写真は図に含む，カラー可）が本文中に配置されているものとする．これらの条件を満たさない原稿について，企画・編集委員会は原稿の再提出を要求することがある．
	なお，著者自身が掲載用原稿を作成することが困難な場合には，学会事務局に問い合わせること．
	11．掲載された研究論文等のオープンアクセス
	学会は，審査が終了し、掲載可となったすべての研究論文等を1カ月以内に逐次JST（科学技術振興機構）が運営するJ-STAGE（科学技術情報発信・総合流通システム）に全文掲載する．
	ただし，掲載後1年間は，全文を閲覧する際には，論文集購読者に配布するIDとパスワードが必要となる．なお，掲載と同時に全文公開を希望する場合は，「13.3 早期公開費用」に定める費用を著者が負担する．
	また，学位取得に関する所属機関リポジトリへの掲載については，著者の責任において掲載することを予め承認することとし，学会に対して許諾の申請を必要としない．
	12．冊子体の作成
	J-STAGEに掲載されたすべての研究論文等を収録した冊子体を，当分の間，年間2回作成する（ただし、平成28年発行の第84巻については3回作成する）．冊子体は白黒印刷で作成し，J-STAGEにカラーで掲載されている場合は，そのことを表記する．
	なお，冊子体もカラー印刷を希望する場合は，「13.4 冊子体のカラー印刷費用」に定める費用を著者が負担する．
	13．掲載に必要な経費等
	掲載にあたって，以下に示す経費をJ-STAGE掲載後に学会からの請求により支払うこと．
	13.1 掲載料
	研究論文，研究報文，研究展望の場合は，掲載1編につき30,000円（税別），研究ノートの場合は，掲載1編につき20,000円（税別）を著者が負担する．
	なお，第一著者が会員で論文集を購読していない場合は5,000円（税別）を加算し，第一著者が非会員の場合は10,000円（税別）を加算する．ただし，第一著者が学生会員の場合は加算額を免除する．
	13.2 超過ページ料
	「5．投稿の種類と内容」で組上がりページ数は規定されているが，研究論文・研究報文・研究展望については組上がり1ページにつき15,000円（税別）を著者が負担することを条件にページ超過が認められる．ただし，1編30ページ（組上がり）を限度とする．
	13.3 早期公開費用
	「11．掲載された研究論文等のオープンアクセス」に記載のとおり，掲載された研究論文等の早期公開を希望する場合は，1編につき4,000円（税別）を著者が負担する．
	13.4 冊子体のカラー印刷費用
	冊子体のカラー印刷を希望する場合は，1ページにつき92,000円（税別）を著者が負担する．
	14．別刷りの作成
	別刷りの作成を希望する場合は，実費を著者の負担として作成する．
	15．掲載された論文等の著作権
	論文集に掲載された論文等の著作権（著作財産権，copyright）は，農業農村工学会に帰属する．
	16．問合せ先
	問合せ先は，次のとおりである．
	〒105-0004 東京都港区新橋5-34-4
	農業農村工学会論文集企画・編集委員会
	電話03-3436-3418（代）
	FAX 03-3435-8494
	E-mail ronbun@jsidre.or.jp

